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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•このリリースの新規情報および変更情報（1ページ）

このリリースの新規情報および変更情報
次の表に、Cisco UCS Managerリリース 4.1に関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示
します。

表 1 : Cisco UCS Managerの新機能と変更された動作

参照先説明特長

• Cisco UCS Centralを使用
して Cisco UCS 6200シ
リーズファブリックイン

ターコネクトから Cisco
UCS 6400シリーズファブ
リックインターコネクト

へ移行する場合の考慮事

項

• UCS 6200シリーズファブ
リックインターコネクト

からUCS 6400ファブリッ
クインターコネクトへの

移行（21ページ）

Cisco UCS Managerは、UCS
Centralで UCS 6200シリーズ
ファブリックインターコネク

トから Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックインターコネ

クトへの移行をサポートしま

す。

UCSセントラルを使用して
Cisco UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトへ

の移行

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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表 2 : Cisco UCS Managerの新機能と変更された動作

参照先説明特長

• Cisco UCS 6454ファブ
リックインターコネクト

から Cisco UCS Centralを
使用した Cisco UCS 64108
ファブリックインターコ

ネクトへの移行に関する

考慮事項（28ページ）

• UCS 6454シリーズファブ
リックインターコネクト

から UCS 64108ファブ
リックインターコネクト

への移行（29ページ）

Cisco UCS Managerは、UCSセ
ントラルを使用してCisco UCS
6454ファブリックインターコ
ネクトから Cisco UCS 64108
ファブリックインターコネク

トへ移行をサポートします。

UCSセントラルを使用して
Cisco UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトへ

の移行

表 3 : Cisco UCS Managerリリース 4.1(1)の新機能と変更された動作

参照先説明特長

Cisco UCS 64108ファブ
リックインターコネクト

（4ページ）

このリリースでは、40/100ギガ
ビットアップリンクポートを備

えたファブリックで 10/25ギガ
ビットポートをサポートする

Cisco UCS 64108ファブリックイ
ンターコネクトが導入されまし

た。

Cisco UCS 64108ファブリック
インターコネクト

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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第 2 章

Cisco UCSファブリックインターコネクト
の概要

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト（3ページ）

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの概要
Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、UCSシステムにネットワークの
接続性と管理機能を提供します。ファブリックインターコネクトは、システム内のサーバ、

ファブリックインターコネクトに接続するサーバ、およびLAN/SANに接続するファブリック
インターコネクトに、イーサネットおよびファイバチャネルを提供します。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトのそれぞれがCisco UCS Managerを実
行し、すべての Cisco UCS要素を完全に管理します。ファブリックインターコネクトは、
40/100ギガビットアップリンクポートを備えたファブリックで 10/25ギガビットポートをサ
ポートします。Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトを、各デバイスの
L1または L2ポート経由で別の Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに接
続すると、高可用性を実現できます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの構成は次のとおりです。

• Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトについて

• Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトについて

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Bシリーズブレード
サーバー、UCS 5108 Bシリーズサーバーシャーシ、Cシリーズラックサーバー、およびUCS
Sシリーズストレージサーバーをサポートします。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクト
Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは 2 RU top-of-rack (TOR)スイッチであり、
Cisco Rシリーズラックなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。高密度の FI
は、高密度の Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクトからの理想的なアップグレード
です。

高密度 Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトには 96 10/25 Gb SFP28ポートと 12
40/100 Gb QSFP28ポートがあります。各 40/100 Gbポートは、4 x 10/25 Gbアップリンクポー
トにブレイクアウトをできます。ポート 1 ~ 16は、10/25 GbEまたは 4/8/16/32Gのファイバ
チャネル速度をサポートするユニファイドポートです。ポート 89 ~ 96は 1Gbpsイーサネット
速度をサポートします。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは次のいずれかをサポートします。

• 8個の FCoEポートチャネル

•または 4個の SANポートチャネル

•または 4個の SANポートチャネルおよび 4個の FCoEポートチャネル

この Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは、1個のネットワーク管理ポート、初
期構成の設定用に 1個の RS-232シリアルコンソールポート、および構成の保存およびロード
用に 1個の USBポートを備えています。また FIは、高可用性設定を保証する 2個のファブ
リックインターコネクトを接続するための L1/L2ポートを含みます。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトにはまた、次から構成されているCPUボード
も含まれています。

• Intel Xeonプロセッサ、6コア

• 64 GBの RAM

• 8 MBの NVRAM（NVRAMチップ x 4）

• 128 GB SSD（ブートフラッシュ）

図 1 : Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの背面図

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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ポート 17 ~ 88

(10/25 GbpsイーサネットまたはFCoE)

2ポート 1～ 16

ユニファイドポート：

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 8/16/32 Gbpsファイバチャネル

1

アップリンクポート 97 ~ 108（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

ブレークアウトケーブルを使用する

と、4 x 10/25 Gbpsのイーサネットポー
トまたは FCoEアップリンクポートが
存在これらのポートの各ことができま

す。

4ポート 89 ~ 96

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 1 Gbpsイーサネット

3

システムステータス LED6システム環境 (ファンの障害) LED5

ビーコン LED7

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトには 2個の電源 (1+1の冗長構成)および 3個
のファン (2+1の冗長構成)があります。

図 2 : Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの前面図

RS-232シリアルコンソールポート
(RJ-45コネクタ)

2冷却ファン：

(ホットスワップ可能な冗長構成の2+1
ファントレイ)

1

USBポート4ネットワーク管理ポート (RJ-45コネク
タ)

3

電源装置

2個の同一 AC、あたは DC PSU、ホッ
トスワップ可能、1+1冗長構成)

62穴設置ラグ用の設置パッド (保護ラベ
ルの下)

5
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ビーコン LED8L1/L2高可用性ポート（RJ-45コネク
タ）

7

システムステータス LED9

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクト
Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクト (FI)は 1 RU top-of-rackスイッチであり、Cisco
Rシリーズラックなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトには、48個の 10/25 GB SFP28ポート (16個の
ユニファイドポート)と、6個の 40/100 GB QSFP28ポートが搭載されています。各 40/100 Gb
ポートは、4 x 10/25 Gbアップリンクポートにブレイクアウトをできます。16個のユニファイ
ドポートは、10/25 GbEまたは 4/8/16/32Gのファイバチャネル速度をサポートします。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 4.0(1) and 4.0(2)で 8個
のユニファイドポート (ポート 1～ 8)をサポートしていますが、その後 16個のユニファイド
ポート (ポート 1～ 16)をサポートします。

（注）

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、次の機能をサポートします。

•最大 8個の FCoEポートチャネル

•または 4 SANポートチャネル

•または最大 8個の SANポートチャネルと FCoEポートチャネル (それぞれ 4個)

この Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、1個のネットワーク管理ポート、初
期構成の設定用に 1個のコンソールポート、および構成の保存およびロード用に 1個の USB
ポートを備えています。また FIは、高可用性を保証する 2個のファブリックインターコネク
トを接続するための L1/L2ポートを含みます。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトにはまた、次から構成されている CPUボード
も含まれています。

•インテル Xeon D-1528 v4プロセッサ、1.6 GHz

• 64 GBの RAM

• 8 MBの NVRAM（NVRAMチップ x 4）

• 128 GB SSD（ブートフラッシュ）

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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図 3 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図

ポート17～44（10/25 Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

（注）

リリース 4.0(4)以前の Cisco UCS
Managerを使用している場合、ポート
9～ 44は 10/25 Gbpsイーサネットま
たは FCoEです。

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

（注）

リリース 4.0(4)以前の Cisco UCS
Managerを使用している場合、1 ~
8ポートのみがUnified Portsです。

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

適切なブレークアウトケーブルを使用

すると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリンク
ポートが存在これらのポートの各こと

ができます。

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのシャーシは、2つの電源モジュールと 4つの
ファンを備えています。2つのファンが前面から背面へのエアフローを提供します。

図 4 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの正面図

ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源モジュールと電源コードコネクタ1

L1ポート、L2ポート、RJ45、コンソー
ル、USBポート、および LED

3
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Cisco UCSファブリックインターコネクトのポート

以前の世代のファブリックインターコネクトのCisco UCS 9108 100Gインテリジェントファブ
リックモジュールへの移行は、現在サポートされていません。

（注）

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまたはファ
イバチャネルトラフィックを伝送するように設定できます。ポート 1 -16のみ構成してファイ
バチャネルトラフィックを伝送できます。ポートを設定するまでは、Cisco UCSドメインでそ
れらのポートを使用できません。

• Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 4.0(1)および 4.0(2)
で 8個のユニファイドポート (ポート 1～ 8)をサポートしていますが、リリース 4.0(4)以
降のリリースでは 16個のユニファイドポート (ポート 1～ 16)をサポートします。

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的に有効に設定さ

れます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中

断されることがあります。ポートの設定が完了したら、そのポートを有効または無効にで

きます。

（注）

次の表に、ファブリックインターコネクトの第 2世代、第 3世代、第 4世代、および世代の
サポートについてまとめます。

第 4世代第 3世代第 2世代

Cisco UCS
64108

Cisco UCS
6454

Cisco UCS
6332-16UP

Cisco UCS
6332

Cisco UCS
6296 UP

Cisco UCS
6248 UP

項目

108ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

54ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

40ポートファ
ブリックイン

ターコネクト

32ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

96ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

48ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

説明

2 RU1 RU1 RU1 RU2 RU1 RUフォーム

ファクタ

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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第 4世代第 3世代第 2世代

10G/25Gイ
ンターフェ

イス ×96

10G/25Gイ
ンターフェ

イス ×48

88（40G to 4 x
10Gブレーク
アウトケーブ

ル）

96（40G to
4 x 10Gブ
レークアウ

トケーブ

ル）、

QSA、ポー
ト 13～ 14
は 40G to
10Gブレー
クアウトを

サポートし

ていません

4832固定 10 GB
インター

フェイスの

数

16

ポート 1～
16

16

このFIは、
Cisco UCS
Manager
4.0(1) and
4.0(2)で 8
個のユニ

ファイド

ポート

(ポート 1～
8)をサポー
トしていま

すが、その

後 16個の
ユニファイ

ドポート

(ポート 1～
16)をサ
ポートしま

す。

16—4832ユニファイ

ドポートの

数

10G/25Gま
たは
8G/16G/32G-FC

10G/25Gま
たは
8G/16G/32G-FC

1G/10Gまたは
4G/8G/16G-FC

—1G/10Gま
たは
1G/2G/4G/8G-FC

1G/10Gま
たは
1G/2G/4G/8G-FC

ユニファイ

ドポートの

速度

40G/100G
ポート ×12

40G/100G
ポート ×6

2432——40 Gbps
ポートの数

ポート 1～
16

ポート 1～
16

ポート 1～ 16なしポート 1～
48

ポート 1 ~
32

ユニファイ

ドポートの

範囲
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第 4世代第 3世代第 2世代

UCS 2204、
UCS 2208、
UCS 2408

UCS 2204、
UCS 2208、
UCS 2408

UCS 2204、
UCS 2208、
UCS 2304、
UCS 2304V2

UCS 2204、
UCS 2208、
UCS 2304、
UCS
2304V2

UCS 2204、
UCS 2208

UCS 2204、
UCS 2208

IOMとの互
換性

Cisco Nexus
2232PP

Cisco Nexus
2232TM-E

Cisco Nexus
93180YC-FX3

Cisco Nexus
2232PP

Cisco Nexus
2232TM-E

Cisco Nexus
93180YC-FX3

Cisco Nexus
2232PP

Cisco Nexus
2232TM-E

Cisco Nexus
2348UPQ

Cisco Nexus
2232PP

Cisco Nexus
2232TM-E

Cisco Nexus
2348UPQ

Cisco Nexus
2232PP

Cisco Nexus
2232TM-E

Cisco Nexus
2232PP

Cisco Nexus
2232TM-E

FEXとの互
換性

なしなしなしなし3（16ポー
ト）

1（16ポー
ト）

拡張スロッ

ト

344442ファンモ

ジュール

2
（AC/DC）

2 (AC/DC)2 (AC/DC)2 (AC/DC)2（AC/DC
対応）

2（AC/DC
対応）

電源モ

ジュール
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第 3 章

Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクトへの移行

• Cisco UCS 6200シリーズから Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへ
移行（11ページ）

• Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトへ移行（25ページ）

Cisco UCS 6200シリーズから Cisco UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトへ移行

ソフトウェア機能設定

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 3.2以前のリ
リースでUCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでサポートされていたいくつかの
ソフトウェア機能をサポートしていません。以降のセクションでは、これらの機能と、それら

がどのように移行警告ページで報告されるかについて詳しく説明します。

移行する前に、次の機能が正しく設定されていることを確認します。

シャーシディスカバリポリシー

UCS6200シリーズファブリックインターコネクトは、ポートチャネルモードと非ポートチャ
ネルモードでのブレードサーバシャーシディスカバリをサポートします。Cisco UCS 6400シ
リーズファブリックインターコネクトは、ポートチャネルモードのみをサポートします。

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでシャーシディスカバリポリ
シーが非ポートチャネルモードとして設定されている場合、移行警告ページで非互換性が報

告されます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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シャーシディスカバリポリシーの変更後、移行を開始してシャーシの再確認を行う前に、

シャーシディスカバリポリシーをポートチャネルモードに切り替えておく必要があります。

重要

シャーシ接続ポリシー

UCS6200シリーズファブリックインターコネクトは、ポートチャネルモードと非ポートチャ
ネルモードでのシャーシ接続をサポートします。Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクトは、ポートチャネルモードのみをサポートします。

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでシャーシ接続ポリシーが非
ポートチャネルモードとして設定されている場合、移行警告ページで非互換性が報告されま

す。

シャーシ接続ポリシーの変更後、移行を開始してシャーシの再確認を行う前に、シャーシ接続

ポリシーをポートチャネルモードに切り替えておく必要があります。

重要

ポート設定の不一致

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトでは、ユニファイドポート機能が最
初の 8ポートに制限されます。ポート 1/1-1/16のみ FCとして設定できます。FCポートは互い
に連続している必要があり、その後に連続的なイーサーネットポートが続く必要があります。

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、すべてのポートにユニファイドポー
ト機能があります。すべてのポートをイーサネットまたは FCとして設定できます。イーサー
ネットポートは互いに連続している必要があり、その後に連続的な FCポートが続く必要があ
ります。FCポートは、モジュールの端の方に配置されます。

クラスタの追加中に、一致しないポートは設定解除されます。

マルチキャストハードウェアハッシュ

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、デフォルトでマルチキャストハー
ドウェアハッシュをサポートしており、構成は必要ありません。ただし、Cisco UCS 6400シ
リーズファブリックインターコネクトは、マルチキャストハードウェアハッシュを有効にし

ている間、プロビジョニングオプションをサポートしていません。Cisco UCS 6200シリーズ
ファブリックインターコネクトは、マルチキャストハードウェアハッシュを有効にすると同

時にプロビジョニングオプションをサポートします。

VLANポート数の最適化

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトで、PV数が 16000を超える場合、
VLANポート数の最適化はポート VLAN (VP)グルーピングを通して実行されます。

次の表は、UCS 6200および Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト上の
VLANポート数最適化を行う PV数の有効化および無効化について説明しています。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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6400シリーズ FI6200シリーズ FI

1600032000VLANポートカウントの最適
化が無効にされた PVカウン
ト

6400064000VLANポートカウントの最適
化が有効にされた PVカウン
ト

PVカウントが 16 Kを超えると、移行警告ページに PVカウントが報告され、インストールを
進めることを選択した場合に VPグループ化が有効になるという警告が示されます。

イーサネットスイッチングモードとは、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect（FI;:

• Fabric Interconnect（FI;をサポートしませんVLANポートの数の最適化有効

• Fabric Interconnect（FI; 16000 PVsと同様にVLANポート数最適化 Disabledに設定すると、
EHMモードをサポートしています

QoS用に最適化されたマルチキャスト

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、最適化されたマルチキャストを
サポートしません。最適化されたマルチキャストが有効な場合は、移行警告ページにその設定

が表示されます。

警告を無視してインストールを続行すると、Cisco UCS Managerで [最適化されたマルチキャス
ト（Multicast Optimized）]フィールドがリセットされます。

NetFlowの設定

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトは、Netflow設定をサポートします。ただ
し、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトではNetflowはサポートされませ
ん。

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトで Netflowが有効になっている
場合は、移行警告ページで Netflow設定が報告されます。移行を続行すると、Netflow設定が
削除されます。

VMと FEXの統合

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは VM-FEX統合をサポートしませ
ん。

移行中に、移行警告ページでは、ポートプロファイルと分散型仮想スイッチ（DVS）に関連す
るすべての設定が報告されます。この設定で移行を進めると、これらのポートプロファイルと

DVSが Cisco UCS Managerの設定から削除されます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
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ダイナミック vNIC接続ポリシー

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでダイナミック vNIC接続ポリ
シーが設定されている場合は、移行警告ページでそのような接続ポリシーの存在が報告されま

す。移行を続行すると、それらのポリシーとダイナミック vNICSが自動的に削除されます。

予約済み VLAN

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、UCS 6200シリーズファブリック
インターコネクトより多くの VLANを内部使用に予約します。

移行中は、移行警告ページに、デフォルトの予約済み VLAN範囲と競合する可能性のある
VLANのリストが表示されます。移行を続行すると、予約済み VLANの範囲は設定されます
が、競合する範囲に含まれる VLANは設定されません。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事
項

Cisco UCS Managerリリースバージョン 4.0と 4.1以降、Cisco UCS 6200シリーズファブリッ
クインターコネクトから Cisco UCS 6454と 64108ファブリックインターコネクトそれぞれに
移行できます。

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6400ファブリックイ
ンターコネクトへ移行するには：

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 64108ファ
ブリックインターコネクトに移行するにはCisco UCSリリース 4.1 (1)以降のリリースで、
Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトに移行するにはリリース 4.0 (1)以降のリ
リースである必要があります。

• Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトは、置き換える Cisco UCS 6200シリーズ
ファブリックインターコネクトと同じインフラストラクチャファームウェアバージョン

でロードされる必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6400ファブリックイ
ンターコネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるための次の前提条件が満たされて

いることを確認してください。

•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。6200シリーズファブリックインターコネクトのバックアップファイルが 6400
シリーズファブリックインターコネクトと互換性があることを確認します。次のいずれ

かのバックアップ方法に従うことができます。

•オンライン移行：この方法では、ファブリックインターコネクトの動作中に構成を
バックアップできます。移行プロセス中の中断を最小限に抑え、継続的な可用性を維

持します。
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•オフライン移行：この方法では、バックアップを実行するためにファブリックイン
ターコネクトをオフラインにする必要があります。これにより、ダウンタイムが発生

する可能性があります。

詳細については、「Cisco UCS 6200シリーズファブリックイン
ターコネクトからCisco UCS 6400シリーズファブリックインター
コネクトへのオフライン移行」を参照してください。

（注）

• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

• Cisco UCS 6200シリーズとUCS 6400シリーズ間のソフトウェア機能と構成を検証します。
6200シリーズファブリックインターコネクトが、6400シリーズファブリックインター
コネクトでサポートされる機能のみを持つように再構成されていることを確認してくださ

い。

これは、移行が失敗する最も一般的な理由の 1つです。（注）

•移行前に、Cisco UCS 6200シリーズと 6400シリーズファブリックインターコネクトの両
方が同じ UCSMビルド上にあることを確認してください。

•ライセンスをCisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトからCisco UCS 6400
シリーズファブリックインターコネクトに移転することはできません。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行を開始する前に冗長性をテストし
ます。

• FCアップリンクポートまたは FCストレージポートを 8Gbpsで構成する場合は、対応す
る FCスイッチポートおよび直接接続 FCストレージアレイポートでフィルパターンが
IDLEとして設定されていることを確認します。フィルパターンが IDLEに設定されてい
ない場合、8Gbpsで動作しているFCアップリンクポートおよびFCポート動作がerrDisabled
状態になる、断続的に同期が外れる、またはエラーや不良パケットを受信する可能性があ

ります。
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Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、フィルパターンが IDLEに
設定されている 8 Gbps直接接続 FC接続（FCアップリンクポートまたは FCストレージ
ポート）のみをサポートします。この制限は、16 Gbpsおよび 32 Gbpsのファイバチャン
ネル（FC）ポートを備えたCisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトには
適用されません。8 Gbpsでの IDLEフィルパターンをサポートしない直接接続ストレージ
アレイの Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに移行する場合は、次
のいずれかを実行します。

• Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトと 8 GB FC接続のストレージアレイ
の間に SANスイッチを使用します。

•ストレージアレイを 16 GBまたは 32 GB FC接続にアップグレードします。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行する前に、Cisco UCS 6200ファブリックインターコネクトの FC速度が 8 Gbpsであ
ること、または接続されたスイッチが 8 Gbpsの速度をサポートしていることを確認しま
す。

Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクト上のFCポート（拡
張性ポート）スピードを移行後に構成することができます。

（注）

•異なる IOMモデルに移行すると、プライマリファブリックインターコネクトとセカンダ
リファブリックインターコネクトの IOM間でピア通信の問題が発生する可能性がありま
す。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインター
コネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•同じファブリックインターコネクトに接続されているすべてのアダプタポートで同じ速
度ケーブルを使用します。Cisco UCS VICアダプタポートを 10Gケーブルと 25Gケーブ
ルが混在する状態で Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに接続した
場合、UCSラックマウントサーバディスカバリが失敗して、ポートが中断状態になる可
能性があります。

• A WWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他
のWWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックがUCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。
送信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはでき
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ません。SANファブリックでCisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プー
ルのすべてのブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用するこ
とをお勧めします。

•移行する従属 Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトのファイバチャネ
ルポートを設定解除し、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトで再設
定します。

• When migrating from Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108
ファブリックインターコネクトに移行する場合、6296ファブリックインターコネクトの
拡張モジュールに接続されている64108ファブリックインターコネクトのポートを再認識
する必要があります。

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6400ファブリッ
クインターコネクトに移行する前に、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコ
ネクトのユニファイドポートを構成解除してください。

Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトに移行した後、Cisco UCS 6400ファブリッ
クインターコネクトのロケーションに基づいてユニファイドポートを再構成し、新しく

構成されたポートを再確認します。たとえば、UCS 6248ファブリックインターコネクト
のユニファイドポートは、Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトの 1～ 16の任
意のポートで再構成する必要があります。

移行中にユニファイドポートを設定するには、新しい Cisco UCS
6454ファブリックインターコネクト GUIに直接ログインする必
要があります。

（注）

•ファブリックインターコネクトのアップグレードは、新しいFEXまたは仮想インターフェ
イスカードにアップグレードする前に実行する必要があります。

推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の 6200シリーズファブリックイ
ンターコネクトで、UCSドメイン内のサーバーからのイーサネットおよび FCトラフィッ
クに冗長性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを確認
してください。

•移行中は、ファブリックインターコネクト間のイメージの同期が許可されません。これ
は、互換性のないイメージが同期されるのを避けるためです。移行が完了したら、再度B
シリーズ、Cシリーズおよび Sシリーズサーバーソフトウェアバンドルをダウンロード
することが必要です。
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•移行中に、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの予約済み VLAN範
囲である 3915～ 4042の範囲に VLANが作成されないようにしてください。

• Cisco UCS 6200から 6400シリーズファブリックインターコネクトに移行した後は、ファ
イバチャネル（FC）ポートを再設定する際に、一意のVLAN IDを割り当ててください。
リモート対応 SANの FCoE VLAN IDが Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトの
予約済み VLAN IDと重複しないようにすることが重要です。重複すると、 FCポートが
シャットダウン（管理ダウン状態）する可能性があります。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、シャーシ検出でポートチャ
ネルモードのみをサポートします。したがって、Cisco UCS 6200シリーズファブリック
インターコネクトのシャーシ/FEXディスカバリポリシーをポートチャネルに変更し、
Cisco UCS 5108シャーシをすぐに再確認します。

シャーシがすぐに再確認されないと、移行が失敗する可能性があ

ります。

（注）

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから UCS Centralを使用した Cisco
UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへの移行の詳細については、Cisco UCS
Centralを使用して Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS
6400シリーズファブリックインターコネクトへ移行する場合の考慮事項を参照してくださ
い。

重要

アップグレード前に Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの機能構成を検証

表 4 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

I/Oモジュール（IOM）へのポートチャネルを
選択します。

シャーシおよびファブリックエクステンダの

I/Oポートチャネル

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがホストモード

を終了または、FCスイッチングモードに設
定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow
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修復機能

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCisco UCS Manager ESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定]にセットします。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。

アップグレードのポートマッピング

ここで説明されているアップグレードは、Cisco UCS 6248ファブリックインターコネクトから
Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへのアップグレードがメインです。
同じ考慮事項が、Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクトを Cisco UCS 6400シリーズ
ファブリックインターコネクトにアップグレードする場合にも適用されます。When migrating
from Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトに移行する場合、6296ファブリックインターコネクトの拡張モジュールに接続
されている 64108ファブリックインターコネクトのポートを再認識する必要があります。

ダイレクトアタッチドストレージ用にアプライアンスポートを使用する場合は、イーサネッ

トアップリンクにVLANを追加する必要があります。そうすることで、起動時に vNICを適切
にピン接続できるようになります。

（注）

固定ポート

UCS 6248ファブリックインターコネクトでは、スロット 1の 32個の物理ポートを 2つの連続
プールに分けて、小さい番号のポートをイーサネットポートにし、大きい番号のポートをファ

イバチャネルポートにすることができます。UCS 6400シリーズファブリックインターコネ
クトでは、最初の 16個のポートをファイバチャネルポートとして設定できます。

UCS 6248ファブリックインターコネクトのスロット 1に 32ポート、UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトのスロット1にすべてのポートがあるため、ハードウェアのアップ
グレードプロセス中に GEMスロット上のポートがすべて削除されます。
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スロット 1のプールサイズを変更する必要がある場合は、ファブリックインターコネクトを
リブートする必要がありますが、これによって、サービスの中断が発生する可能性がありま

す。スロット 2のプールサイズを変更する必要がある場合は、スロット 2の拡張モジュールを
リセットする必要があります。中断を最低限に抑えるには、スロット 1に少なくとも数個の
イーサネットアップリンクポートとファイバチャネルアップリンクポートを設定します。

アップグレードの完了時にこのフェールセーフを実装すると、システムが再度安定します。

注意

図 5 : Cisco UCS 64108ポート番号付け

ポート 1 ~ 96

(10/25 GbpsイーサネットまたはFCoE)

2ポート 1～ 16

ユニファイドポート：

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 8/16/32 Gbpsファイバチャネル

1

ポート 89 ~ 96

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 1 Gbpsイーサネット

4アップリンクポート 97 ~ 108
（40/100 Gbpsイーサネットまたは
FCoE）

ブレークアウトケーブルを使用す

ると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリン
クポートが存在これらのポートの

各ことができます。

3

システムステータス LED6システム環境 (ファンの障害) LED5

ビーコン LED7
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図 6 : Cisco UCS 6454ポート番号付け

ポート17～44（10/25 Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

（注）

リリース 4.0(4)以前の Cisco UCS
Managerを使用している場合、ポート
9～ 44は 10/25 Gbpsイーサネットま
たは FCoEです。

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

（注）

リリース 4.0(4)以前の Cisco UCS
Managerを使用している場合、1 ~
8ポートのみがUnified Portsです。

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

適切なブレークアウトケーブルを使用

すると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリンク
ポートが存在これらのポートの各こと

ができます。

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6400ファ
ブリックインターコネクトへの移行

Cisco UCS Managerは、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトからCisco UCS
6400シリーズファブリックインターコネクトへの移行をサポートします。

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトを含みます：

• Cisco UCS 6248UP 48ポートファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 6296UP 96ポートファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトを含みます：

• Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 64018ファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトは、 Cisco UCS 6454ファブリックイ
ンターコネクトに移行するには Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1)以降のリリースバージョン
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で、 Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに移行するにはリリース 4.1(1)以降のリ
リースバージョンである必要があります。UCS 6454または、UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトに移行した後は、どの 6200シリーズファブリックインターコネクトにも戻さな
いことをお勧めします。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、シャーシ検出でポートチャネル
モードのみをサポートします。シャーシまたは FEXディスカバリポリシーをポートチャネル
に変更する場合は、移行を進める前にシャーシを再確認する必要があります。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [Chassis/FEX Discovery Policy]エリアで、[グループ化基本設定のリンク（Link Grouping
Preference）]フィールドを [ポートチャネル（Port Channel）]に設定します。

6. [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

7. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

8. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 トラフィックをプライマリファブリックインターコネクト（Cisco UCS 6454または UCS 64108）に移動
します。これは、ファブリックの退避とアップリンクの無効化の2つの方法で実行できます。次のフロー
チャートを使用して、Cisco UCSドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選択します。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 4.1
22

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへの移行

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6400ファブリックインターコネクトへの移行

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html


（注）

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーしていること

を確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたは、ファイバチャンネル

ポートの構成を解除します。

（注）

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの避難」セクションを参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 3 UCS 6200シリーズ従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルと L1/L2ケーブル
を外します。

ステップ 4 交換用の UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックにマウ
ントします。

（注）

ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付ける必要があります。

ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。

ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい従属ファ

ブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 新しい従属ファブリックインターコネクトの IPアドレス情報を入力します。

ステップ 8 6400シリーズファブリックインターコネクトのユニファイドポートは、6200シリーズファブリックイ
ンターコネクトのユニファイドポートの順序とは異なります。

（注）

•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
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• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポートへ変換に

ついての詳しい情報は、Cisco UCSマネージャネットワークマネジメントガイドのローカルエリア
ネットワーク（LAN）ポートとポートチャネル章を参照します。

ステップ 9 新しい Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトでネットワークアップリンクポートを
設定します。

ステップ 10 ポートチャネルの古い設定を照合します。アップリンクポートを必要なポートチャネルまたは、ポート

チャンネルに必要な過去の必要な構成を追加します。この構成が完了するまで待ってから次のステップ

に進みます。

（注）

サーバーポートを有効にするのを待つことは、svc_sam_bladeAGサービスがシャーシとサーバーへの通
信を阻止します。過去の移行で、アップリンクポートと同時にサーバーポートを有効にする場合、CPU
が 100 ％近くプライマリファブリックインターコネクトにトッピングアウト（ピンニング）を起こさせ
ます。高いCPU使用率の場合、ユーザーインターフェイスは無応答でsvc_sam_bladeAGサービスはリカ
バリのために再起動する必要があります。

ステップ 11 サーバーポートまたは、ファイバチャネルポートを再構成します。

a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された IOM、FEX、
または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。

b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。

ステップ 12 Cisco UCS 6400シリーズ従属ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6200シリーズファブ
リックインターコネクトの設定およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期には数分かか

ることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるまでそれが持続する可能

性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネクトにコピー

されます。

ステップ 13 イーサネットポート、ファイバチャネルポート、またはユニファイドポートを再設定します。

a) 直接接続ラックサーバーのポートマッピングを変更した場合は、サーバーを再認識します。

b) IOMまたは FEXを再確認することをお勧めします。

ステップ 14 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してください。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループを確認し、
必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネットワーク（LAN）
個人識別番号グループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定します。
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ステップ 15 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式を使用し

た場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよびファイバチャネ

ル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属ファブリックインターコネク

トでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 16 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、次のコマ

ンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます：

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理インターフェイスに接続しま
す。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：クラスタ
リードコマンドとクラスタフォースプライマリコマンドは、ファブリックインターコネクトの促

進に使用できる二つ別々のコマンドです。

（注）

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト
のいずれかであることを確認します。

ステップ 17 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じようにケー
ブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行を完了します。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco
UCS 64108ファブリックインターコネクトへ移行

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事
項

Cisco UCS Managerは、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトを、Bシリーズサー
バー、Cシリーズ、または Sシリーズサーバーを備えた Cisco UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトに移行することをサポートします。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックインターコ
ネクトに移行するには、両方のファブリックインターコネクトに同じインフラストラクチャ

ファームウェアバージョンをロードする必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックインターコ
ネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるための次の前提条件が満たされていること

を確認してください。

•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。
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• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

•移行前に、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの両方が同じ UCSM
ビルド上にあることを確認してください。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行を開始する前に冗長性をテストし
ます。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行する前に、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの FC速度が 8Gbpsである
こと、または接続されたスイッチが8Gbpsの速度をサポートしていることを確認します。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクト上の FCポート
（拡張性ポート）スピードを移行後に構成することができます

。

（注）

•異なる IOMモデルに移行すると、プライマリファブリックインターコネクトとセカンダ
リファブリックインターコネクトの IOM間でピア通信の問題が発生する可能性がありま
す。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインター
コネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•同じファブリックインターコネクトに接続されているすべてのアダプタポートで同じ速
度ケーブルを使用します。Cisco UCS VICアダプタポートを 10Gケーブルと 25Gケーブ
ルが混在する状態で Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに接続した場合、
UCSラックマウントサーバーディスカバリが失敗して、ポートが中断状態になる可能性
があります。
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• A WWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他
のWWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックがUCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。
送信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはでき
ません。SANファブリックでCisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プー
ルのすべてのブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用するこ
とをお勧めします。

推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の 6454ファブリックインターコ
ネクトで、UCSドメイン内のサーバーからのイーサネットおよび FCトラフィックに冗長
性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを確認
してください。

•移行中は、ファブリックインターコネクト間のイメージの同期が許可されません。これ
は、互換性のないイメージが同期されるのを避けるためです。移行が完了したら、再度B
シリーズ、Cシリーズおよび Sシリーズサーバーソフトウェアバンドルをダウンロード
することが必要です。

•移行する従属 Cisco UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトのファイバチャネ
ルポートを構成解除し、Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトで再構成しま
す。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから UCS Central
を使用した Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトへの
移行の詳細については、Cisco UCS 6454ファブリックインターコ
ネクトから Cisco UCS Centralを使用した Cisco UCS 64108ファブ
リックインターコネクトへの移行に関する考慮事項（28ページ）
を参照してください。

（注）
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アップグレード前に Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの機能構成を検証

表 5 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

I/Oモジュール（IOM）へのポートチャネルを
選択します。

シャーシおよびファブリックエクステンダの

I/Oポートチャネル

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがホストモード

を終了または、FCスイッチングモードに設
定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCisco UCS Manager ESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定]にセットします。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS Centralを使用した Cisco
UCS 64108ファブリックインターコネクトへの移行に関する考慮事項

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項（25ページ）に加え
て Cisco UCSセントラルを使用して移行する場合、次の前提条件を考慮します。

•移行を開始する前にCisco UCS ManagerとUCSセントラルの構成をバックアップしたこと
を確認します。

•移行時の構成問題を回避するために Cisco UCS Manager内でポリシー解決制御についての
次のポリシーがローカルに設定されていることを確認します。
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•インフラストラクチャとカタログファームウェアポリシー

•機器ポリシー

•ポート構成ポリシー

UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトから UCS 64108ファ
ブリックインターコネクトへの移行

Cisco UCS Manager Release 4.1以降、Cisco UCS 6454ファブリックインターっコネクトから
Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに移行できます。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [Chassis/FEX Discovery Policy]エリアで、[グループ化基本設定のリンク（Link Grouping
Preference）]フィールドを [ポートチャネル（Port Channel）]に設定します。

6. [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

7. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

8. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 トラフィックをプライマリファブリックインターコネクト（Cisco UCS 6454）に移動します。これは、
ファブリックの退避とアップリンクの無効化の 2つの方法で実行できます。次のフローチャートを使用
して、Cisco UCSドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選択します。
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（注）

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーしていること

を確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたは、ファイバチャンネル

ポートの構成を解除します。

（注）

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの避難」セクションを参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 3 UCS 6454従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルと L1/L2ケーブルを外しま
す。

ステップ 4 交換用のUCS 64108ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックにマウントしま
す。

（注）

ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付ける必要があります。

ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。

ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい従属ファ

ブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 新しい従属ファブリックインターコネクトの IPアドレス情報を入力します。

ステップ 8 UCS 6454ファブリックインターコネクトのユニファイドポートは、64108ファブリックインターコネ
クトのユニファイドポートの順序に類似しています。

（注）

•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
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• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポートへ変換に

ついての詳しい情報は、Cisco UCSマネージャネットワークマネジメントガイドのローカルエリア
ネットワーク（LAN）ポートとポートチャネル章を参照します。

ステップ 9 新しい Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトでネットワークアップリンクポートを設定しま
す。

ステップ 10 ポートチャネルの6454の古い設定と一致させます。アップリンクポートを必要なポートチャネルまたは
ポートチャンネルに必要な過去の必要な構成を追加します。この構成が完了するまで待ってから次のス

テップに進みます。

（注）

サーバーポートを有効にするのを待つことは、svc_sam_bladeAGサービスがシャーシとサーバーへの通
信を阻止します。過去の移行で、アップリンクポートと同時にサーバーポートを有効にする場合、CPU
が 100 ％近くプライマリファブリックインターコネクトにトッピングアウト（ピンニング）を起こさせ
ます。高いCPU使用率の場合、ユーザーインターフェイスは無応答で svc_sam_bladeAGサービスはリカ
バリのために再起動する必要があります。

ステップ 11 サーバーポートまたは、ファイバチャネルポートを再構成します。

a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された IOM、FEX、
または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。

b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。

ステップ 12 64108従属ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6454ファブリックインターコネクトの
設定情報およびデータベースとステートの情報と自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期には数分かか

ることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるまでそれが持続する可能

性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネクトにコピー

されます。

ステップ 13 イーサネットポート、ファイバチャネルポート、またはユニファイドポートを再設定します。

a) 直接接続ラックサーバーのポートマッピングを変更した場合は、サーバーを再認識します。

b) IOMまたは FEXを再確認することをお勧めします。

ステップ 14 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してください。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループを確認し、
必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネットワーク（LAN）
の PINグループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定します。
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ステップ 15 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式を使用し

た場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよびファイバチャネ

ル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属ファブリックインターコネク

トでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 16 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、次のコマ

ンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます。

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理者インターフェイスに接続
します。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：cluster lead
コマンドと cluster force primaryコマンドは、ファブリックインターコネクトの促進に使用できる 2
つの別々のコマンドです。

（注）

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトであるこ
とを確認します。

ステップ 17 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じようにケー
ブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行を完了します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


